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マタイによる福音書７章１－２節 「裁いてはならない」 

 

１Ａ 神と人との境界線「善悪の知識の木」 

   １Ｂ 神だけができること 

   ２Ｂ 神に管理を任せられた者 

   ３Ｂ 神のような賢さ 

２Ａ 神の赦しと憐れみ 

   １Ｂ 人には耐えられない裁き 

   ２Ｂ 憐れみによる支配 

   ３Ｂ 憐れみから飛び出した裁き 

３Ａ 裁くべきこと 

   １Ｂ 見分けること 

   ２Ｂ 国としての裁き 

   ３Ｂ 教会戒規 

４Ａ 裁いてはならないこと 

   １Ｂ 自分を差し置いた裁き 

   ２Ｂ 早まった裁き 

   ３Ｂ 動機にまで至る裁き 

   ４Ｂ 疑わしいことについての裁き 

   ５Ｂ 偏った裁き 

   ６Ｂ 憐れみのない裁き 

５Ａ 自己義認 

   １Ｂ 他者比較 

   ２Ｂ 善を喜ばない 

   ３Ｂ 行いの改めではなく、人の貶め 

 

本文 

 

 マタイによる福音書 7章を開いてください、私たちの聖書通読の学びは前回でマタイ 6章まで来

ました。午後に、7章を 1節ずつ読んでいきますが、今朝は 7章 1‐2節に注目します。「1 さばい

てはいけません。自分がさばかれないためです。2 あなたがたは、自分がさばく、そのさばきでさ

ばかれ、自分が量るその秤で量り与えられるのです。」7章は、裁くことについて主が語られます。 

 

１Ａ 神と人との境界線「善悪の知識の木」 

１Ｂ 神だけができること 

 聖書には、神だけが権利を持っていることが、いくつかあります。人にはしてはいけないことがあ
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り、神のみにそのことを行なう主権が与えられているものがあります。一つは、人の命を取ること

です。神が命を与え、そしてその命を取ることができます。ヨブが、自分の息子たちや娘たちの命

が取られた時に、「主は与え、主は取られる。主の御名はほむべきかな。（1:22）」と言いました。で

すから、人がその中に介入すると、それは殺人となります。人が自然に死ぬことについては、誰も

責めませんが、もう余命二ヶ月と言われている人であっても、その人を殺してしまったら、殺人の

罪に問われます。なぜ、そこまで厳密なのか？神のみが、命を取ることができるからです。 

 

 もう一つ、神のみが持っている権利があります。それが「裁くこと」です。神のみが、人の人生と

永遠に対して報いを与え、その人の状態をどうするかについてお定めになることができます。「復

讐と報復はわたしのもの。（申命 32:35）」7 章には、キリストの弟子は、自分のしていることに対し

て神が報いを与えられる時があることを知っていることを教えています。神のみが、その定めをす

ることができ、他の人間はできません。その裁きを人はすることはできないということです。 

 

２Ｂ 神に管理を任せられた者 

しかし、ここからが人間という存在の微妙な姿ですが、人は神のかたちに造られており、地上に

あるものを支配するように命じられています。つまり、神のみが裁きを行われるのですが、神は人

に裁く権威を与えられて、人が神を恐れて、神に従うことによってその裁く権利を行使することが

あります。ノアの時代の洪水の後、主がノアに対して、「人の血を流す者は、人によって血を流され

る。神は人を神のかたちとして造ったからである。（創世 9:6）」と言われました。神がご自分の権利

を人に与えられ、それを人が行使するように命じられています。 

 

３Ｂ 神のような賢さ 

 しかし、ここで神を恐れ、神に拠り頼む中で、神から聞き、判断を下すという、神から任されたも

のを管理しているのに、そこから逸脱することがあります。自分が裁く者である、裁くことが自分の

属性であるかのように勘違いすることがあります。私たち人間は、神に似せて造られていますが、

神自身ではないのです。この微妙な関係を、はっきりと区別しているのが、あの善悪の知識の木

です。神のみが善悪を知っている方であられ、私たちは神から聞き、寄り頼むことによってのみ、

その判断ができるのです。ところが、悪魔はあなたがそれを食べなさいと誘い、食べたら「神のよう

になって善悪を知る者となる」と唆したのです。自分自身でその善悪を判断するとした時、それは

自分が賢いとしている時であり、高慢であり、神のように振る舞っていることに他なりません。 

 

２Ａ 神の赦しと憐れみ 

１Ｂ 人には耐えられない裁き 

 ところで神は、人間がはじめからご自分の裁きに耐えられない存在であることをご存じでありま

す。今、お話ししたノアの時代の洪水ですが、人々が悪に傾いて、それで主は、人をお造りになら

れたことを残念に思われて、水によって消し去ることをお決めになりました。 
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２Ｂ 憐れみによる支配 

 そして、洪水の水が引いて、箱舟からノアが出て、それからノアは祭壇に全焼のいけにえを献げ

ました。その時に神はこう言われたのです。「わたしは、決して再び人のゆえに、大地にのろいをも

たらすことはしない。人の心が思い図ることは、幼いときから悪であるからだ。（創世 8:21）」神は、

もし人をその悪に従って裁いたら、再び彼らを滅ぼさなければいけなくなります。人は悪に傾くの

だから、彼らを憐れみの法則によって取り扱わないといけないとお決めになったのです。これが、

神が罪を赦し、憐れみを示す動機になっているのです。なぜ、山上の垂訓において、罪の赦しに

ついてイエス様が拘りをお見せになっているかは、ここにあります。人は、悔い改めによる罪の赦

しなしには、決して生きていけないからです。イエス様は、「あわれみ深い者は幸いです。その人

たちはあわれみを受けるからです。（マタイ 5:7）」と言われました。 

 

３Ｂ 憐れみから飛び出した裁き 

 ですから、もし私たちが憐れみの枠組みを超えて、そこから出て行ったらどうなるのでしょうか？

そうです、再び裁きの世界に入っていくことになるのです。ですから 2 節で、イエス様がそのことを

言われています。「あなたがたは、自分がさばく、そのさばきでさばかれ、自分が量るその秤で量

り与えられるのです。」自分がその裁いている量りが、そのまま自分に帰ってきます。マタイ 18 章

に、一万タラントの借金をしている人の話が出ていますが、主人がそれを全て帳消しにしたのに、

自分に百デナリの借りがある仲間のしもべを赦さなかったので、主人は彼のその一万タラントの

借金を返すまで、獄吏に入れておきました。自分が憐れみを示さなければ、憐れみのない裁きが

やってきます。 

 

３Ａ 裁くべきこと 

 このようにして、裁いてはいけないという戒めには、神ご自身と私たちの関係に深く関わっている

ことが分かりました。けれども、他のイエス様の戒めと同じように、数多くの人々がここの「裁いて

はならない」という言葉の意味を誤解しています。 

 

１Ｂ 見分けること 

 その一番大きな誤解は、「我々は、判断をしてはいけない」というものです。何かについて、また

誰かについて意見を言うことについて、「それは、あなたは裁いているのですよ」ということがあり

ます。今の時代、この傾向が非常に深刻であります。何か意見を話すと、「あなたは、そうやって

私を裁いている」として非難するのです。けれども、「あなたは裁いている」と非難しながら、実はそ

の人こそが相手を裁いていることがあります。けれども、裁いてはいけないということは、私たちが

一切の判断力を放棄することでは決してありません。先ほど話したように、神は一人一人に、ご自

分のかたちに似せて、物事を判断するための力を任せておられるのです。もし、イエス様が裁いて

はいけないということを、判断してはいけないという意味で語っておられるなら、その後でお語りに

なられていることを、イエス様ご自身が違反していることになってしまいます。6 節、「聖なるものを
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犬に与えてはいけません。また、真珠を豚の前に投げてはいけません。」かなり、辛辣な物言いで

す。人を犬や豚呼ばわりしているのですから。明らかに、イエス様は見分けを行われています。 

 

このように、裁いてはいけないというのが、判断をしなければいけないという意味では全くありま

せん。むしろ正しい判断をしなさい、正しい裁きをしなさいという命令まであります。「うわべだけで

人をさばかないで、正しいさばきを行いなさい。（ヨハネ 7:24）」使徒パウロは、テサロニケの人た

ちにこう言いました。「すべてを吟味し、良いものはしっかりと保ちなさい。（１テサロニケ 5:21）」 

 

私たちキリスト者は、罪や偽りに対しては厳しくあるべきです。互いに訓戒をしなさいと聖書に書

いてあります。さらに、神は、固有名詞を出してまで、それを覚えていなさいと命じられています。

例えば、コラの反乱について、コラの事件について覚えさせています。アマレクがイスラエル人を

襲ったことについて、永遠に神はアマレクに戦われるとしました。そうした罪が、忘れたころにまた

浮上してやってくるからです。そして、パウロは若い牧者であるテモテに、手紙の中で、「ヒメナオと

アレクサンドロがいます。（１テモテ 1:20）」など、名前を挙げて警戒させています。ローマ 16章 17

節にも、「あなたがたの学んだ教えに背いて、分裂とつまずきをもたらす者たちを警戒しなさい。彼

らから遠ざかりなさい。」とまで言っているのです。罪について、何かそれにしっかりと対峙している

者が悪い者で、それを敢えて言わない者が、人を裁かない正しい人のように見えることがあります

が、いいえ、その反対が真実です。 

 

２Ｂ 国としての裁き 

 同じようにして、裁いてはならないということについて、誤解しているのは、裁判や国家権力に対

して否定的な思いを持つことです。裁判所は、重大な犯罪を行なった者たちに、特に死刑をもって

処罰することさえあります。国が、悪を行なう者たちに対して剣を使ってでも処罰することについて、

「裁いてはならない」として政府に反対することは、ここでの意味を大きく取り間違っています。なぜ

なら、ローマ 13章など、神がすべての権威を立てておられ、剣をもっている彼らは神のしもべであ

ると書いてあるからです。 

 

３Ｂ 教会戒規 

 国だけではありません。教会そのものが、内部を裁かなければいけないことがあります。それは、

教会の中に罪や悪があってはならないからです。「もしあなたの兄弟が、自分に対して罪を犯した

ら、行って二人だけのところで指摘しなさい。（マタイ 18:15）」と言われましたね。そして聞き入れな

いなら、二人もしくは三人の証人の証言によって、そして聞き入れないなら、教会に伝えて、それ

でも聞き入れないなら、教会の交わりの中に入れないということをしないといけません。そして、パ

ウロはコリントにある教会で、罪を犯している者がいるのに、そのままにしているのが寛大な心な

のだとしていたのですが、それこそがあなたがたの思い上がりであり、「あなたがたがさばくべき者

は、内部の人たちではありませんか。（１コリント 5:12）」とパウロは言いました。 
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４Ａ 裁いてはならないこと 

 ですから、私たちは裁かなければいけないことがあるのです。では、イエス様がここで、「裁いて

はいけない」と言われたのは、一体、どういうことなのでしょうか？ 

 

１Ｂ 自分を差し置いた裁き 

 それは、「自分のことを差し置いた裁き」であります。「ガラテヤ 6:1 兄弟たち。もしだれかが何か

の過ちに陥っていることが分かったなら、御霊の人であるあなたがたは、柔和な心でその人を正し

てあげなさい。また、自分自身も誘惑に陥らないように気をつけなさい。」誰かが罪を犯していて、

その人を正そうとする時に、自分自身も正されなければいけない、神の裁きの下にいるのだという

ことを忘れてはいけないということです。神を恐れて、同じ過ちを犯していないか吟味しつつ、それ

で判断していくということであります。パウロは、「しかし、もし私たちが自分をわきまえるなら、さば

かれることはありません。（２コリント 11:31）」と言いました。絶えず、「正しいのは神のみである。

人はみな限界があり、不完全で、そこに正しさはない。」ということをわきまえていることです。 

 

 しかし、そこに自分自身も神の裁きに中にあるというのが無くなり、熱心になりすぎて、相手の罪

を責める姿勢に出るならば、それは神の位置に自分を置くことになり、非常に危険です。そこには、

あらゆる悪が出てきます。妬み、恨み、憎しみ、誹りなどあらゆる悪意が出てきますが、自分は正

しいと思っていて、一向に気づきません。 

 

 そして、イエス様は、ここの戒めの次に例えを話されて、兄弟の目にある塵を取ろうとしているの

に、実は自分の目に梁、材木があるのだと指摘しておられます。つまり、自分があの人には罪が

あると騒いでいる中で、実は自分自身が大きな問題を抱えている本人であったということ。これこ

そ二重基準、偽善であります。パウロは、自分は正しいと思っている人々に対して、こう言いました。

「ローマ 2:1 ですから、すべて他人をさばく者よ、あなたに弁解の余地はありません。あなたは他

人をさばくことで、自分自身にさばきを下しています。さばくあなたが同じことを行っているからで

す。」今、世の中では「ブーメラン」という言葉が流行っていますね。自分が非難していること、まさ

にそのことが自分に帰って来るという意味です。ちょっと立場や環境を変えれば、自分が非難して

いることを、まさしく行っていることに気づくのです。 

 

しばしば、自分に問題がある時に、その問題のことを他の人に見つけると、その裁きは激しくな

ります。ダビデが、ナタンから、たとえを話された時、激しく怒りました。たった一匹の雌の子羊を飼

っている男から、その子羊を取り上げて、客に料理を出したという男について、ダビデは「死刑だ」

という極端な言い方をしたのです。それは、自分自身がやましかったからなのです。 

 

２Ｂ 早まった裁き 

 次に、「早まった裁き」があります。パウロがこう言いました、「ですから、主が来られるまでは、何



6 
 

についても先走ってさばいてはいけません。主は、闇に隠れたことも明るみに出し、心の中のはか

りごとも明らかにされます。（１コリント 4:5）」早まったところでの判断があります。多いのは、まだ

他人から見聞きしたことだけで、つまり噂だけでそれを事実であるかのごとく判断することです。箴

言には、「18:17 最初に訴える者は、相手が来て彼を調べるまでは、正しく見える。」とあります。

初めに聞いた人の言葉が正しく見えるのです。両側からの話を聞かなければ、真実は分かりませ

ん。けれども、先ほどイエス様が話された「うわべで裁く」ことを行なってしまうのです。 

 

 興味深いアメリカの住宅ローンのコマーシャルがあるのですが、「早まって裁かないように」とい

うキャッチフレーズのものです。例えば、患者さんの病室で二人のお医者さんが話しをしています。

そこにハエが飛んできました。心臓が停止した時の電気ショックを手にしていたので、それでハエ

を殺しました。「こんなんで、殺せたわ」と言ったのですが、なんとその患者の奥様と娘さんが面会

にやって来ていたのです。お二人は、「電気ショックを与えたけれども、これでこの患者さん死んじ

ゃったのね。」という意味合いで受けとめたのです。1 

 

３Ｂ 動機にまで至る裁き 

 そして、相手の動機までを知っているかのような判断も、行き過ぎた裁きになります。主にしか、

その人の心のはかりごとは分かりません。隠れた行いを主は必ず裁かれますが、私たちには分

からないことがあります。イエス様ご自身が、毒麦の喩えの中で、収穫が来るまで待たないと、良

い麦も摘み取ってしまうから、そのままにしておきなさいと言われました。本当にどうなのかは、必

ず明らかにされますから、自分自身でそこまで判断してはならないのです。 

 

４Ｂ 疑わしいことについての裁き 

 さらに、「疑わしいことについて」の判断は控えるべきです。「信仰の弱い人を受け入れなさい。そ

の意見をさばいてはいけません。（ローマ 14:1）」疑わしいことというのは、必ずしも聖書にはっきり

と、これが罪だと書いていない分野のことです。信仰の持ちようによって、はっきり意見が別れると

いうようなものです。主の日について、毎日だと考える人もいれば、特定の日だと考える人もいる、

といったような内容です。私たちが、このことで罪であると裁いてしまうのであれば、神が命じてい

ないことまでも、さらに規則をつけて、それに基づいて裁いてしまいます。 

 

５Ｂ 偏った裁き 

 そして、偏った裁きをすることもあります。神はえこひいきなさらない方であるのに、いつの間に

か心の中で差別をしています。人々の言葉や行いによって動くのではなく、その人の立場や素性

に基づいて、人を判断します。例えば、ヤコブ 2 章に貧しい人が集会にやって来て、「あなたは立

っていなさい」と言い、金持ちに対しては「良い席にお座りください」と言って、心の中で差別をして、

悪い考えで裁く者になっていると書いてあります。 

                                                   
1 https://youtu.be/To5XOyBBtDg 
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６Ｂ 憐れみのない裁き 

 最後に、「憐れみのない裁き」があります。「あわれみを示したことのない者に対しては、あわれ

みのないさばきが下されます。（ヤコブ 2:13）」これは、私たちが何か人の罪を指摘して、その人が

立ち返ることを願ってそれを言うのではなく、鬱憤を晴らすためだけに責めているのであれば、そ

れは憐れみのない裁きです。 

 

５Ａ 自己義認 

 これらの全ての原因は何なのでしょうか？これが、イエス様がパリサイ派や律法学者を意識して

語られていることを考えるならば、「自分自身の義を神の前に認められようとしている」ということで

す。自己義認です。自分が正しくあろうと熱心なあまり、自分自身が基準となり、そして恐ろしいこ

とは、神ではなく自分が基準になっていることにさえ気づかないことが多いです。 

 

１Ｂ 他者比較 

 そして自分の義を、他者と比較することによって確認しています。パリサイ人の祈りが、「あの取

税人のようでなくて、感謝します」というような内容でした。神の基準に基づいて自分を判断してい

ないので、他者に対していつも、自分ができているように見せて行きます。自分がありのままの姿

で神の前に行こうとしません。 

 

２Ｂ 善を喜ばない 

 そして、相手を非難することはしますが、相手に善がなるところまで待ちません。非難して、見下

すことはしますが、それっきりです。過ちを指摘するなら、愛は、「人がした悪に心を留めず、不正

を喜ばずに、真理を喜びます。すべてを耐え、すべてを信じ、すべてを望み、すべてを忍びます。

（１コリント 13:5‐6）」その人に善がなることを求めます。 

 

３Ｂ 行いの改めではなく、人の貶め 

 そして最後に、裁いている時というのは、その人の行いではなく、その人自身を責めて行く時で

す。いわゆる、発言や行いではなく、その人の直しようがないもの、直すのが困難なこと、素性で

あったり、人格を非難します。イエス様を思い出してみましょう、主は、言葉は厳しい時がありまし

た、ペテロに、「サタンよ、退け」とまで言われました、真剣勝負だったからなのですが、もちろん悪

意など一つもありません。弟子たちをこよなく愛されておられました。 

 

 私たちの間にも、偽りのない愛が留まっていることを願います。判断を恐れて、罪や不正がその

ままにされることがないように。けれども、身勝手に相手の言っていることや行なっていることを判

断し、その人を罪に定めるようなことがないように。全てにおいて善意であふれ、それで訓戒でき

ますように。（ローマ 15:14） 


